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背景 1

近年，リアル謎解きゲームやリアル脱出ゲームなどの謎
解きイベントが数多く開催されている
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背景 1 3



背景 2 4

町おこしの⼀環として謎解きイベントを開催する市町村
も増えており，謎解きイベントを通してその地域のこと
を知ってもらうきっかけにもなっている [1]

江別市でも数年前よりリアル謎解きゲームを開催してお
り[2]，斎藤⼀ゼミでも問題の⼀部を作成している

[1]地域活性化で謎解きを企画する|謎解きプラス
（https://nazotoki-plus.com/service/regional_event/） 閲覧⽇ 2020/07/25

[2]江別市リアル謎解きゲーム えべチュンクエスト
（https://www.fripper.jp/fripper/contents/ebechun-quest/） 閲覧⽇ 2020/07/25

https://nazotoki-plus.com/service/regional_event/
https://www.fripper.jp/fripper/contents/ebechun-quest/


背景 3 5

問題作成過程で

地域に関連する⾔葉を探すのに

苦労することがある



Word2Vecとは 7

Word2Vecは，テキスト処理を⾏うためのニューラル
ネットワークのことである。膨⼤なテキストデータを解
析し，単語の意味をベクトル化することでその意味の類
似性を計算したり，単語同⼠の意味を⾜し引きしたりで
きる [3] 

[3] Word2Vecとは｜AI(⼈⼯知能)情報マガジン【×AI(カケルAI)】
（https://kakeruai.jp/glossary/word2vec/）閲覧⽇ 2020/07/25

https://kakeruai.jp/glossary/word2vec/


Word2Vecとは 8

Word2Vecとは|⾃然⾔語処理の理論・仕組み・活⽤事例を徹底解説
（https://ledge.ai/word2vec/）閲覧⽇ 2020/07/25

https://ledge.ai/word2vec/


Word2Vecの先⾏事例 9

Word2Vecを⽤いて蒙古タンメン中本の⼝コミ評価を

予測してみる[6]

[6] Word2Vecを⽤いて蒙古タンメン中本の⼝コミ評価を予測してみる | かものはしの分析ブログ
（http://kamonohashiperry.com/archives/1568）閲覧⽇ 2020/08/03

http://kamonohashiperry.com/archives/1568


制作内容 11

Word2Vecを⽤いた地域の謎解き問題作成を

⽀援するWebアプリケーション

モデルデータ 形態素解析 Webフレームワーク

Wikipedia MeCab Django



制作内容 12

⼊⼒した単語にベクトル上近い単語を出⼒する
関係ない単語も出⼒される

関連度の⾼い順に10件が表⽰される

⾔葉を⾜し引きすることでより細かい条件で検索
することができる

出⼒された単語が問題作成のきっかけになる



⽬的 10

地域のリアル謎解き問題作成の⽀援

また，応⽤として観光客に対する

観光地などの推薦

ターゲット︓ゼミ⽣及び観光客



使⽤技術 13

使⽤ソフト
Visual Studio Code 

使⽤技術
Python, Word2Vec，MeCab, Django



制作物 14



制作物 15

江別+公園
という計算をした場合

「江別」は「北海道」と

セットで使われることが多い

ベクトル上近い位置にある

江別 ≒ 北海道 となり「公園」と
近い位置にある北海道の地名が
出⼒される



制作物 16

江別+公園－北海道
という計算をした場合

北海道の地名が出てしまう

「北海道」という単語を
引くことによって地名が
出ないようにする



制作物 17

size : 単語ベクトルの次元数

window : 学習に使う前後の単語数

min_count : 1回未満の単語を破棄

iter : 繰り返し回数

モデルデータの作成



評価 18

斎藤⼀ゼミナールのゼミ⽣8名から改善点や欲しい機能
についてのアンケートを⾏った

• 動作が重たい
→ モデルデータの軽量化

• マニュアルが欲しい
→ Webページ上部に検索⽅法などを追加

• 検索履歴を表⽰する機能が欲しい
→ 余裕があれば実装



まとめ 19

⽬的 ︓地域のリアル謎解き問題作成の⽀援
及び観光地の推薦

ターゲット︓ゼミ⽣及び観光客

制作内容 ︓Word2Vecを⽤いた謎解き問題
作成⽀援アプリ



今後の課題 20

• モデルデータの軽量化

• サイトUIの調整

• ⽂字数での絞り込みの実装


